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J-PARC における中性子全散乱装置として、高強度全散乱装置（以下、

NOVA）の建設を進めている。NOVA では 0.01 Å-1 ̃ 100 Å-1の広い Q領域に

対して静的構造因子 S(Q)を正確にかつ短時間に測定することにより、液体、

非晶質、結晶等の幅広い物質を対象とした研究が可能となる。2009 年 6 月、

NOVA における初めての中性子回折実験がおこなわれたのを皮切りに、2009

年 10 月には 700 本のヘリウム（3He）検出器と入射中性子モニターとしてヘリ

ウム検出器、透過中性子モニターとして Gas Electron Multiplier（GEM）を設置

したデータ取得が可能となった。これらのデータ収集には物質・生命実験施設

（MLF）における標準ソフトウエア（DAQ ミドルウェア、Manyo-lib、フレームワー

ク等）が用いられている。現段階では、7 台の計算機による測定環境が整い、

6 台の計算機による解析環境が整いつつある。シリカガラスをはじめとする

様々な物質の試験データが取得されており、測定データから構造因子 S(Q)を

導出するための解析システムの開発により、現在得られているいくつかの試

験データから S(Q)を得ることに成功している。 

本発表では、NOVA のデータ集積系を中心としたハードウエア・コミッショニン

グ及び性能評価について報告する。なお、本研究は NEDO 事業「水素貯蔵材

料先端基盤研究（Hydro-Star）」により実施されている。 

 
 


